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今
年は
中
国
の
辛
亥
革
命
か
ら
1

0
0
年。
中
国
と
台
湾
で
は
盛
大
な

式
典
が
聞
か
れ
た。
近
代化
の
起点

と
さ
れ
る
辛
亥
革
命
をど
う
歴
史
的

に
見
る
か、
ま
た
今日
的
意
味
と
は

何か。
中
国
研
究の
第一
人
者
に
聞

い
た。

二

史
実
の

や
2

．

辛
亥
事
命
は
孫
文
が
主
導。
1
9

1
1
年
同
月に
革
命
派
が
清
朝
を
打

倒、
ロ
年
に
中
車
民
国
が建
国
さ
れ

た。
孫
文
は
臨
時
大
総
統
と
な
る
が

全
土
を
慾
握
で
きず
清
朝
官
僚
の
嚢

世
凱
に
極
力
を
盟
る。
蜜
世
凱死
後、

軍
閥
が
割
拠。
日
中
戦
争、
国
共
内

戦
を
経
て
崎
年
に
中
車
人
民
共
和
国

が
成
立
し
た。

中
国
共
産
党は、
持
年
革
命
は、

未
完
の
孫
文
革
命
を
継
説明
し
成
功
さ

せ
たこ
と
を
公
題
学
説
と
す
る。
だ

が、
そ
う
し
た
共
産
党史
観
に
対
し

横
浜
市
立
大
名
嘗
教
授
の
矢
吹
晋
氏

は一
政
治
的
な
断
定
だ」
と
疑
問
を

辛亥革命から100年

新たな歴史検証必要
入
れ「
売
国
奴」
と
さ
れ
て
き
た。

し
か
し
矢
吹
氏は
近
年
の
研
究を
踏

ま
え、
安
世
凱
が
包
カ
条に
苦
悩し、

外
交交
渉
で
時
間
稼
ぎ
を
し、
英国

に
情報
を
リ
l
ク
し
て
圧
力
を
期待

す
る
な
ど
主
栂
を
守
る
た
め一
定
の

尽
力
を
し
た
と
指
摘。

一
方、
孫
文
は
有
名
な「
大
ア
ジ

ア
主
聾
演
説」
で
「（
日
本は）
亜

細
亜
の
最
も
信
頼
すべ
き
番
兵」
と

述べ、
日
本に
「
満州
は
日
本に
任

せ
る」
と
約
束
す
る
など
非
愛国
的

な
雷
動
も
あっ
た。
矢
吹
氏は
「
孫

文
も間
違
い
を
犯し
た。
史実
の
検

証
が
必
要」
と
孫
文
の
絶
対
化は
硬

直
し
た
史
観
と
み
る。

辛
亥
革
命
か
ら
の
1
0
0
年
は

「
日
中
の
複
雑
な
絡
み
合い
の
歴
史」

で
も
あっ
た
と
矢
吹
氏。
「
辛
亥
革

命は
明
治維
新
に
刺
激
さ
れ
た
革
命

だっ
た。
だ
が
中
噂
民国
は
弱
く、

聾
が
不
十
分で、
複
雑
な
民族
問
題

日
本
の
帝
国
主
壊
の
個
食
と
なっ
を
抱
え
る
中
国
の「
弱
点」
の
現れ

たc
中
国
の
却
世
紀は
経
済
を
ほ
と
だ
とい
う。
「
圏
内
の
矛
盾
を
隠
蔽

ん
ど
無
視
し
た
『
革
命
の
時
代』
だ
す
る
た
め
に
孫
文
を
統一
の
象
徴と

っ
た
が、
改
革
開
放
後
は
経
済
で
目
し
て
あ
が
め
る
し
か
ない。
際
文
は

本に
追い
付こ
う
と
し
た。
そ
し
て
『
五
族
共
和』
『三
民
主
襲』
を
岨

昨
年、
国
内
総
生
産
で
日
本
を
追い
え
た
が、
今
も
中
国
は
漢
民族
中心

越
し
た」
と
歴
史
を
たど
る。

で
担
裁
体
制。
孫
文
のスロ
ー
ガン

「
1
0
0
年
の
節
目
を
考
え
ると、
と
現実は
大
き
く
典
な
る」

中
国
が
経
済
大
固
と
な
り、
日
本へ

孫
文
は
「
革
命
記
だ
成
ら
ず」
と

の
被
害
者意
識
か
ら
脱
却
す
る
条
件
言
い
残
し
て
お
年
に
死
去。
中
嶋
学

が
整
い
つ
つ
あ
る。
日
中
関
係
の
好
長は一
ま
さ
に
『
未
だ
成
ら
ず』
だ

転
も
期待
で
き
る
が、
中
国
の
覇
栂
っ
た。
毛
沢
東は
共
産
革
命
を『
新

主
義
的
傾
向
も
あ
り、
新
た
な
複
雑
民主
主
襲
革
命』
と
雷っ
た
が、
＝一

な
時
代に
入っ
た」
と
矢
吹
氏は
み
民主
襲
と
金く
遣
う
独
裁へ
と
向か

る。

っ
た。
天
安
門
事
件
の
民
主
化
弾圧、

一

l
’

｜｜
｜

一

そ
し
て
現在
も
政
治
改
革は
迎
まな

一

異な
る
現
実
一

一

一

い」
と
中
国の
革
命
の
n未完
性u

国
際
教
養
大
学
の
中
嶋
嶺
雄
学
長
を
指
摘e

は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
やロ
シ
ア
革
命

一
方、
台
湾で
も
孫
文
は
国
父
だ。

，j噛圃
盟
に
比べ
る
と、
辛
亥
中嶋
学
長は
「国
民
党
が
来
たので

＼
量躍E
革
命は
本
当
の
意
味
国
父に
なっ
た
が、
孫
文
と
台湾は

十也記
圃
で
の
社
会革
命で
は
全く
関
係
が
な
い。
国
民
党は
独
載

一
戸
晶圃
な
かっ
た」
と
の
歴
を
し、
叩年
に
本省
人
（台
湾に
現

－
雌岨
史
観
を一ホ
す。
「
草

佳し
てい
た
人
）々
の
李登
輝
が
初

謡
命
の
課題は
満州
族
めて
民主
政
樫
乞つ
くっ
た。
李登

遍
の
清
朝
を
倒
し
漢
民
輝
は
孫
文
につ
い
て
ほ
とん
ど
語
ら

ι描
族
の
世
界をつ
く
る
な
い。
その
李
登
輝
が三
民主
壌に

説
権
力
奪
取。
新
しい
近
づ
け
た」
と
歴
史
の
皮閃
を
見
て

一．
王
朝』
が
で
き
た
と
る。

に
す
ぎず、
共
産
党

「
日
本
で
も
孫
文
は
英
雄視
さ
れ

政
掘
に
な
る
ま
で
てい
る
が、
中
国
の
本
音
と建
前
を

『
中
事帝
国・一
に
は
知
る
た
め
に
も、
辛
亥
蕊
命
の
歴
史

変
わ
り
が
ない」
と
は
相
対
化
し
な
けれ
ば
い
け
ない」

話
す。

（
中
嶋
学
長）
。
批
判
的
視
点
も
合

中
国
で
孫
文
は
一
め、
孫
文
や
中
国
の
革
命
をめぐ
る

「
国
父」
と
崇拝
さ
一
歴
史検
証は
積み
残
さ
れ
てい
る
よ

れ
る。
だ
が、
そ
の
一う目立。

崇
拝こ
そ
が
民主
主

ι；

呈
す
る。

震
世
凱は、
B
本が
強
く
利
糧
要

求
し
た
日
年
の
対
車
引
カ
条を
受
け

園
し一一

中
国
で
聞
か
れ
た
辛
亥
革
命
1
0
0
周
年
の
配

念
大
会
H
叩
月
9
目、
北
京
の
人
民
大
会
堂


